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名古屋大學 京

都大學

國立國語硏究所

廣義 意味 言語分析 文字言語 音聲言語 資料 集合体の でのコーパスとは のための あるいは の の、

指 当初 書籍 紙 媒体 資料 主 想定 伊藤雅光を し は をはじめとする の の を に していた、

名古屋大學學習者 就勞コーパス

京都 每日新聞テキストコーパス

日本語話 言葉 全國方言談話 太陽 日本し コーパス データベース コーパス

語學習者 日本語作文 母語譯 對譯 版による とその との データベース オンライン
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靑空文庫

親讓り

親讓 親讓おやゆず り り

親讓 無鐵砲 小供 時 損 小學校 居 時分學校おやゆず りの むてっぽう で の から ばかりしている に る。

二階 飛 降 一週間 腰 拔 事 夏目漱石 坊の から び りて ほど こし を ぬ かした がある っちゃん。
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ぁ ん
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食べる

食べるますてたたりようながら
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國立國語硏究

所

國立國會圖書館

近代デジタルライブラリー
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國立國

語硏究院

李漢燮

日本語學硏究第 緝 韓國日本語學會

眞島知秀 金曘泳 日本學報第

卷 韓國日本學會

伊藤雅光 計量言語學入門 大修館書店

後藤齊 言語理論 言語資料 以外と コーパスとコーパス のデータ 日本語學 第

卷 月臨時增刊号 言語學コーパス

齊藤俊雄他 英語 言語學 硏究社出版コーパス

中尾浩他 言語學 技法 處理入門 夏目書房コーパス の テキスト
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要 旨

本稿 日本語 構築 活用 關連 諸問題 高麗大學校日語日文學科は コーパスの およびその に する について、

李漢燮敎授硏究室 行 硏究 明 中心 述で われているコーパスの で らかになったことを に べたものである。

大規模 構築 各大學 國家 硏究機關 中心 行 近年 技コーパスの は や の を に われており のコンピューター、

術 著 發達 普及 利用 一般 硏究者 學習者 手 届 範囲の しい と により その は の や の の く になりつつある し、 。

構築 活用 樣 問題 課題 明 日本語かし いざコーパスを したり したりするとなると 々な や が らかになる、 、 。

構築 活用 關 諸問題 資料選定 際 問題 資料入力 際 問題コーパスの および に する としては の の の の、 、 、

加工 際 問題 活用 際 問題コーパス の の コーパス の の があげられる、 。

資料選定 際 問題 取 選定 著作權 確保 点 資料の の は バランスの れたジャンルの と の といった にある、 。

入力 際 問題 原文 忠實 一貫 入力規則 則 作業 進 点の の は に かつ した に って を めることができるかという、

点 深 理解 入力作業 行 檢索 際 檢索 文字 除外にある その を く せずに を ってしまうと の に されるべき が。 、

恐 加工 際 問題 形式 統一 文字 統一されてしまう れがある コーパス の の は ファイル の コードの タイ。 、 、 、

修正 擧 正 入力 改行 編集プミスの などが げられる また しく されたファイルであっても コードの や ス。 、 、

不必要 文字列 削除 加工 行 正確 檢索ペースやタブなどの な の といったファイルの が われていなければ な、

結果 得 点 注意 活用 際 問題 構が られないこともある に しなければならない コーパス の の は コーパスを。 、

築 入手 專用 檢索 使 課題 專用・ しても の プログラムを いこなさなければならないといった がある また、 。

檢索 活用 際 言語環境 日本語檢索專用 韓國語の プログラムを する も の により プログラムが の、 、

使 場合 多 根本的 問題点 存在では えない が いといった な も する。

以上 構築 活用 關 諸問題 少 解消 活用 底辺擴のようなコーパスの および に する を しでも し コーパス の、

大 図 李漢燮敎授硏究室 誰 何處 簡單 活用 日本語を るべく では でも でも にコーパスを できるような コー、

檢索 日韓並列 檢索 開發硏究 進 樣 機能 持パス システムおよび コーパス システムの を めている 々な を っ。

檢索 利用 活用 次 波及効果 期待たこの システムを しながらコーパスを することで のような が される、 。

日本語硏究者 硏究資料入手 關 時間的 経濟的負担 大幅 解消 効果まず には に わる ・ を に する がある。

利用 意味論 形態論 語彙論 樣 言語學的 情報 大量 收集可能またコーパスを すれば ・ ・ など 々な な を に で、

日韓並列 利用 分野 日韓對照硏究 硏究範囲 廣あり コーパスを すれば それぞれの の へも を げることが、 、

できる。

日本語敎育者 學習項目別 用例 收集 限定的 用例 体系的 捉 日本語には の を して な ではなく に えた を、

敎育 集 大量 用例 敎材 製作 大 活用することができる また められた の は の にも いに することができるだ。 、

學習者 實際 指導 際 文法的 非文法的 判斷 難 表現ろう への の の にも か かの が しい については コーパ。 、 、

大量 用例 根據 判斷スによる の を として することができよう。

日本語學習者 文法的 語彙的 學習事項 實際 用例 見 確認にとっては ・ な を の を ながら することがで、 、

大量 用例 連鎖的 出 新 學習項目 自 學 利用き の から に てくる しい を ら ぶことができる コーパスの は、 、 。

學習方法 異 學習初期 段階 實際 使 自然 表現 多 触これまでの とは なり の から に われる な に く れることが、

最大 利点 學習効果 面 優 潛在力 持 言できるのが の であり の で れた を っていると える、 。
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以上 多方面 利用可能 益 發展 予想 向のように で なコーパスはこれから 々 していくことが され それに け、

準備 必要 思た も であろうと われる。

檢索 文字 檢索語 正規表現檢索キーワード コーパス システム コード
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電 話
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